
ＷＧ報告書の取り扱いと今後のＷＧ活動について（案） 

平成１７年１２月１９日 

総合科学技術会議事務局 

○経緯 

・重点分野推進戦略専門調査会・環境研究開発推進プロジェクトチームのもと、

本ＷＧ（主査：茅陽一）を本年６月から開催。 

・「温暖化対策技術研究開発の推進について」（平成１５年４月総合科学技術会

議決定）のフォローアップを行い、国が今後５から１０年において推進すべ

き温暖化対策技術について検討。 

・具体的作業について、作業チーム（副主査：松橋隆治）により温暖化対策技

術に関するデータ収集・整理・分析・評価を実施。 

 

○科学技術基本計画策定状況 

・来年度より始まる第３期科学技術基本計画の下における分野別推進戦略の策

定がこの１２月から開始。 

・本ＷＧの活動成果を、環境分野、エネルギー分野など８分野の分野別推進戦

略に活かすことが重要。 

 

○今後の本報告書の扱いの基本的考え方 

・本報告書は、環境研究開発推進ＰＴに報告、ＰＴは重点分野推進専門調査会

に報告。 

・重点分野推進専門調査会は、基本政策専門調査会に報告。 
・本報告書を関連する分野別推進戦略ＰＴに報告し、重要な研究開発課題の選

定等に活用。 

・分野別推進戦略への反映状況について、Ｈ１７年２月下旬頃本ＷＧ最終回を

開催の上報告。 
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